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取組の将来像（ビジョン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.宮城県南地域の観光の現状  

宮城県南地域（以下、県南地域）は、100 万人都市仙台市の南部に位置し、山形県・福島県、

そして太平洋に囲まれた白石市、角田市、蔵王町、七ヶ宿町、大河原町、村田町、柴田町、川崎

町、丸森町、亘理町、山元町の２市９町で構成される地域です。 

 県南地域の西部に位置する蔵王連峰は、宮城県と山形県に跨る最大標高 1,800ｍを超える山々

からなる山岳地で、山頂には噴火跡のカルデラ湖である「御釜」は全国的にも知名度が高く、県

南地域を象徴する観光資源となっております。 

 県南地域の象徴となっている蔵王山は国土交通省の観光資源データによれば、「蔵王山はその

誘致力は全国的であり、観光重点地域の原動力として重要な役割を持つＡ級資源」と高く評価さ

れています。 

 

     観光資源データ（平成 22 年度国土交通省） 

 

ガーデンツーリズム構築よる広域圏での地域活性化 

 宮城県南地域は、蔵王連峰、白石川、阿武隈川から太平洋に至る山と海の 2 つの自然豊か

な環境の多彩な観光資源があり、年間 700 万人近い観光客が訪れる地域となっていますが、

東日本大震災、台風１９号災害等の大規模な災害を経験し、観光分野においても多大な影響

を受けました。震災・災害・復興の最中において、地域に点在するフラワーガーデン（花修

景）は地域の人々に癒しと安らぎを与え、復興の原動力となりました。こうした地域に点在

する集客力の高い花修景を大きな軸として、県南地域の自治体 2 市 9 町、民間団体及び大学

が連携し、地域の観光資源を紡ぐことで、個々の花修景の魅力と観光資源の相乗効果により、

みやぎ蔵王山麓に広がる花修景の認知度の向上と、交流人口・関係人口の拡大を図り、広域

圏での地域活性化を図ります。 
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また、奥州街道、陸前浜街道、七ヶ宿街道、笹谷街道が通っていたことから、宿場町が多く存

在し、古くから交通の要衝となっていました。そのため、国道４号や国道６号などの国道幹線が

走り、また、東北新幹線、JR 東北本線、JR 常磐線、阿武隈急行線の鉄道網や、東北自動車道、山

形自動車道、常磐道といった高速交通網も整備されています。さらに、国内主要都市や中国、韓

国、台湾等の海外路線が就航している仙台空港にも隣接していることから、国内外からの交通の

利便性は格段に恵まれた地域となっています。 

このように魅力的な観光資源と交通の利便性に恵まれている県南地域にもかかわらず、近年に

おいては、観光客数が伸び悩んでいる状況となっております。 

  

 

２.東日本大震災や風評被害の影響 

 平成23年の東日本大震災と福島第一原子力発電所事故により甚大な被害を受けた東北地方に

おいては、観光客数においても大きな影響を受けました。県南地域においても、震災前（Ｈ

22）には、663.7万人あった観光客入込み数が震災直後（Ｈ23）においては、445.7万人までに

減少しました。 

 また、蔵王山においては、平成27年4月に火口周辺警報が発表されたことにより不安や風評が

広がり、観光客が減少しました。 

 こうした状況の中、国が策定した「観光立国推進基本計画」（H24.3策定）に基づく国等の支

援策を活用し観光資源の磨き上げや、プロモーション活動の強化等、様々な取り組みを行いま

した。また、宮城県が策定した「宮城県災害復興計画」（H23.10策定）や「第３期みやぎ観光

戦略プラン」（H26.3策定）に基づき、東北が一体となった広域観光の推進によって、県全体の

観光客入込数はようやく、震災前の水準まで回復することができました。 

 

 

県南地域における観光客入込数の推移（観光統計概要・宮城県） 

（千人） 
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 さらに、世界的に人気の高い旅行ガイドブック「Lonely Planet（ロンリープラネット）」が

発表するお勧めの旅行先「Best in Travel 2020」において、日本の「東北」が2020 年に訪れ

るべき世界の10 地域の第3 位に選出されました。この中で「東北」を、「豊かな自然、祭など

の文化遺産、食の魅力、そして、おもてなしに溢れ、東京2020 オリンピック・パラリンピック

で訪日するアドベンチャー好きの旅行者にとって最適な新しい旅行地」と評しており、本県南

地域の柴田町船岡城址公園は「桜が咲き誇る城山を下るスロープカー」として、写真付きで紹

介されています。 

 

しかし、県南地域だけを見ると、観光客数が増加している仙台圏に比べ、観光資源、交通の

利便性に恵まれているにも関わらず、観光客数は伸び悩んだままになっているのが実情です。

このような県南地域のなかにおいて、観光客数が震災前に比較して倍増しているのが柴田町で

す。 

３.「花のまち柴田」をテーマとしたフラワーツーリズムの推進 

柴田町の船岡城址公園と大河原町から連なる白石川堤は、宮城県で唯一「日本のさくら名所

百選の地」に選ばれている桜の名所であり、また昭和45年にNHK大河ドラマ「樅ノ木は残った」

の舞台になった船岡城址公園があります。しかし、春のお花見や秋の菊人形祭りの時期には県

内の観光客で賑わいますが、開花期間が短いことや、観光客の絶対数も少ないことから、観光

による経済波及効果は限定的なものとなっていました。 

そうしたことから、平成23年３月の東日本大震災を契機に内陸部から創造的な復興を目指す

ため「花のまち柴田」をテーマに、美しく元気で賑わいのあるまちづくりに取り組んできたと

「Lonely Planet’s Best in Travel 2020」で紹介された柴田町船岡城址公園のスロープカー 

震災前(H22)と近年における観光客入込数の比較（観光統計概要・宮城県） 
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ころです。 

具体的には、柴田町のシンボルである先人たちから受け継いだ樹齢100年のソメイヨシノが咲

き誇る桜まつりをメインに、梅、アジサイ、彼岸花による新たな景観づくりを行い、さらに、

菊まつりやファンタジーイルミネーションと合わせて、通年型のフラワーツーリズムを推進し

てきました。さらに我が国の花文化を海外にアピールするために、国のインバウンド政策と相

まってプロモーション活動展開や日本の伝統文化を体験できるコンテンツの充実を図ってきて

います。 

 

その結果、柴田町の観光客数は、取組前（震災前）の28万人から、約２倍となる54万人をこ

えるまでに数字を伸ばしており、県南地域の花修景を磨き上げることで国内外から人を呼び込

む観光資源となることが確認できました。 
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また、東京オリンピック開催を見越した取り組みが全国的に進められ、県南地域において

も、宮城インバウンドＤＭＯ推進協議会が主体となって、外国人向けのプロモーション事業の

展開等により外国人旅行客が増加しました。柴田町においても、平成26年度はゼロだった外国

人観光客数は、年々増加傾向にあり、平成31年４月時点で約7,600人にまで数字を伸ばしてきま

した。 

こうした柴田町の取り組みから見てわかるように、自然の風景や季節の花見を楽しむ観光資

源を磨き上げることで、観光客数の増加につながることが立証されています。 

※震災前イベントは、4月の桜まつり、10月の菊の祭典のみで、震災後にスプリングフラワー

フェスティバル、紫陽花まつり、曼珠沙華まつり等を開催しており、新たなイベント開催シー

ズンは、４〜12倍の増加となっています。なお、外国人観光客数については、桜まつりでのみ

計測していることから桜まつり時の数値となります。 

 

４.県南地域が目指す将来像 

 （１）県南地域に点在するフラワーガーデンと観光資源 

県南地域の代表的な観光資源・施設としては、刈田岳山頂・一目千本桜・船岡城址公園の自然

景観、国営みちのく杜の湖畔公園、スポーツランドＳＵＧＯ等のレクリエーション施設、遠刈田

温泉・青根温泉・鎌先温泉・わたり温泉鳥の海・宿泊施設、白石城・齋理屋敷等の歴史施設等が

あげられ、最近では、道の駅が相次いで開設される等、多様な観光資源が存在しており、観る、

レクリエーション、リゾートの多様な観光が可能となっており、周遊型観光を展開するうえで、

非常にポテンシャルが高い地域となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵王連峰を眺める 遠刈田温泉 伊達藩ゆかりの湯 青根温泉 太平洋を一望 わたり温泉 
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この地域には、水芭蕉、桜、水仙、菜の花、紫陽花、ひまわり、彼岸花といった多種にわたる

花修景が点在し、大規模な花修景（フラワーガーデン）を形成していることに加え、地ビールや

ハム、ソーセージ、チーズ、イチゴ、はらこめしなどの食グルメ、温泉、道の駅といった観光資

源も点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、東北地方唯一の国営公園である「みちのく杜の湖畔公園」では、東北の暮らしの知恵

や文化を体験できる参加型イベントを通年開催しているほか、各地域で花摘み講習会、フラワー

アレンジ体験、その場で食べられるいちご狩り、チーズやバター、ソーセージ、アイスクリーム

づくり体験など、みやぎ蔵王の恵みを体験できるイベント等が多数開催されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

牧場直営のﾖｰｸﾞﾙﾄ(蔵王町) 

蔵王チーズ（蔵王バラ園） 仙南ｸﾗﾌﾄﾋﾞｰﾙ(角田市) 

はらこめし(亘理町・山元町) ほっきめし(亘理町・山元町) 

泉 

白石温麺（白石市） 

ﾌﾞｯﾀﾅｯﾂｱﾚｼﾞﾒﾝﾄ体験 自然素材組立体験 

泉 

ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾅｰと花摘体験 

いちご狩り ｱｲｽｸﾘｰﾑつくり体験 ｿｰｾｰｼﾞつくり体験 
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しかし、これら多くの観光資源は県南地域の各地に分散しており、一自治体での誘客効果は限

定的であることから、広域的な連携を図ることで、その魅力を、アピールしていくことが重要と

なってきています。 
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（２）県南地域における交通環境 

一方で、県南地域は、東北新幹線及び高速自動車道路（東北自動車道、常磐自動車道、山形自

動車道）を有しており、民営化及びＬＣＣの拠点化した仙台空港からも近くアクセス性に非常に

恵まれています。さらに、「広域観光周遊ルート日本奥の院東北探訪ルート」の認定等により、

県南地域を取り巻く観光環境が大幅に改善してきています。 

 

 

東京、大阪、北海道などの国内主要都市から

は仙台空港及び空港と直結する仙台空港アクセ

ス線を利用することで、約 2 時間の所要時間で

当地域へ来ることが可能となっております。 

また、近隣の仙台市や、山形県・福島県から

は、東北新幹線、JR 東北本線の鉄道利用で約 35

分程度、車の利用でも約 30 分程度で当地域へ

アクセスすることが可能となっています。 
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さらに、当地域は、蔵王山頂周辺から太平洋沿岸部まで約 50ｋｍの圏内に、庭園、天然温泉、

地元の食グルメ、レクリエーション・リゾート施設など観光資源が点在しており、道路網の整備

により、これら各施設間は 30～60 分程度での車移動が可能な地域となっています。 

 

 

 

 

 

（３）広域連携によるマイクロツーリズムの実現、 

そして周遊・滞在型のツーリズムへ 

県南地域に点在したフラワーガーデンと観光資源が、多種多様に連携する重要性は高まってい

ることから、県南地域における官民の庭園管理者及び観光関係者が「みやぎ蔵王ハーモニー花回

廊推進協議会」を通じて、ガーデンツーリズムに取り組みます。 

その具体的な戦略として、「国営みちのく杜の湖畔公園」と「船岡城址公園」を起点に、みや

ぎ蔵王山麓に点在する桜並木、花畑、コミュニティガーデン、民間庭園や公園等、春から秋にか

けて様々な姿を見せるフラワーガーデンを季節ごとの身近な範囲でのコース設定を行い、コロナ

禍に対応した宮城県南地域型のマイクロツーリズムを推進していきます。さらに、その発展形と

して、多様な広域周遊ルートの設定を図り、コンパクトなエリアでのオープンガーデンコースの

設定により、雄大なロケーションの花畑から家庭の庭先の花畑までをリンケージした中で、ハー

モニー豊かなモデル花回廊を設定し、広域的な観光基盤の強化を図ります。 
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また、園芸講習会や花摘み、寄せ植等の体験イベントの開催や立ち寄り先として温泉や高原リ

ゾート施設との連携を図ることで、県南地域の魅力がつまったガーデンツーリズムを推進しま

す。 

このように、県南地域という広域で連携し、ガーデンツーリズムの取り組みを推進することで、

東日本大震災、台風 19 号災害、コロナ禍等の中にあっても人々に癒しと安らぎ、そして地域の絆

を育むきっかけとなった花々と、蔵王の恵みが詰まった観光資源を結びつけ、地域ごとのフラワ

ーガーデンを軸とした、身近に体験できるガーデンツーリズムを構築し、地域内にある花園・庭

園等の認知度や交流人口・関係人口の増加を図り、広域圏での地域の活性化を目指します。さら

に、官民両者でのガーデンツーリズムへの取り組みの熟度を上げていきながら周遊・滞在型のガ

ーデンツーリズムを目指します。 
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取組全体の範囲がわかる位置図（地図等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
宮城県南エリア区域図 
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構成庭園の位置図（地図等） 

 

 

構成庭園所在地一覧 

番号 庭 園 名 所 在 .地 備 考 

１ みちのく杜の湖畔公園 宮城県柴田郡川崎町大字小野字二本松 53-9  

２ 船岡城址公園 宮城県柴田郡柴田町大字船岡字舘山 18-8  

３ 菜の花畑 宮城県角田市藤田字中谷地地内  

４ みやぎ蔵王えぼしリゾート 宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉字倉石岳国有地林内  

５ 蔵王酪農センター バラ園 宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉字七日原 251-4  

６ ざおうハーブ 宮城県刈田郡蔵王町大字矢附字林前 88-1  

７ 白 石 城 宮城県白石市益岡町１－１６  

８ スパッシュランドパーク 宮城県白石市小原字西川久保地内  

９ しばたオープンガーデン 宮城県柴田郡柴田町内  

 


